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               経営企画課の目標（平成２５年度）自己評価書          

 

経営企画課長 大崎 智行 

 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 

１ 総合計画の進行管理（企画総合調整班）  

第５次酒々井町総合計画で掲げた目標の実現を図るため、前期基本計画において

予め設定した戦略的・重点的に取り組む成果指標の達成状況について把握するとと

もに、実施計画を毎年見直し、施策を効果的に実施するための進行管理を行ってい

きます。 

 

 

２ 町マスコットキャラクターの活用（企画総合調整班）    

  町のブランド力を高める魅力づくりや「郷土・酒々井」に愛着と誇りを持ち、住

んでよかったと思える、満足度の高い自立したまちづくりを進めていくため、その

推進役となる町マスコットキャラクター「井戸っこ（しすいちゃん）」を積極的に

活用することで、町民の郷土愛を育むとともに町のイメージアップを図っていきま

す。 

 

 

３ 地域資源の活用に関する検討（企画総合調整班） 

  東関道酒々井インターチェンジの開通とアウトレット・モールの開業を好機とと

らえ、町の地域資源を積極的に活用し、地域の活性化を図るため、アウトレット・

モールと町内の地域資源を結びつける方策等を創出するための検討を行っていき

ます。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

第５次酒々井町総合計画前期基本計画に掲げる主な事業・

施策の進捗状況や達成度を把握し数値化することで、毎年継

続的な見直しや改善を図り、事業の効率的な推進に努めまし

た。 

 

  

 

町マスコットキャラクターを活用し、町内外のイベント等

に参加し、酒々井町のＰＲ活動を積極的に行いました。 

町内保育園や小・中学校の子どもたちの参加するイベント

においても、積極的にふれあうなどし、未来の酒々井町を担

う子どもたちの「郷土愛」を醸成するとともに、町民の郷土

愛を育み、町のイメージアップの一助となりました。 

 

 

地域資源の活用に関する検討会議により、アウトレット・

モールと町内の地域資源を活用する方策を検討する中で提言

した観光資源調査が行われ、町総合観光パンフレット「酒々

井町じゃらん」が創刊されました。 

達成度：H26.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 



2 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 

４ 広報活動の充実（広報広聴班） 

１）広報ニューしすい、広報ニューしすい Ｙｏｕｎｇ Ｅｙｅｓの未読者の

解消に努めていきます。特に若い世代に行政情報を得てもらうために、紙

媒体、町ホームページ以外の方法や可能性について検討していきます。 

２）住民に有益な情報を興味をもって読んでいただくための紙面づくりを研究

し、現状の構成と編集方法を常に見直していきます。 

３）広報紙づくりの財源となる「有料広告」の件数の拡大を目指していきます。

そのため、引き続き事業者への周知を図るとともに、広告の効果が最大限

に依頼主に還元されるよう可能な限り希望を取り入れていきます。 

４）町のガイドブックとして、町民の暮らしに関わりの深い情報をまとめ、役

場窓口や各施設を利用するときに役立てていただくための「くらしの便利

帳」を更新して、行政サービスの向上に努めていきます。 

 

 

 

 

５ 広聴活動の充実（広報広聴班） 

広聴活動は、町政に対する提言等を聴き、よりよい町政運営を推進する上で重

要な役割を担っています。引き続き関係部署と連携して、的確な広聴活動の周知

を図っていきます。 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

各関係部署との協力と、写真やイラストを効果的に取り入れたこ

とで、概ね「読みやすく、わかりやすい」紙面づくりはできたもの

と考えますが、読者に興味を持っていただくには、話題が重要であ

ると考えますので、情報収集活動に努めてまいります。 

「有料広告」の件数については、２４年度比で４件、15,000

円増加して２６件 175,000 円となりました。 

広告依頼主に効果が反映できるよう、掲載の募集と併せて

引き続き掲載の工夫を行ってまいります。 

「町政便覧」、「くらしの便利帳」については、例年どおり

最新情報に更新しましたが、今後さらに生活に直結した情報

とデータ的情報をよりわかりやすく掲載できるよう努めてま

いります。 

 

 

 

 行政相談について、広報ニューしすいや町ホームページに

掲載し、町民に周知を図りましたが、町で２回実施した行政

相談には来場者がありませんでした。 

今後は、他の相談事業との合同開催など、周知と開催方法

について検討してまいります。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 

６ 各種統計調査の実施（広報広聴班） 

 １）今年度は、「住宅・土地統計調査」、「商業統計調査」「工業統計調査」が実

施されます。いづれも調査員の役割は重要であるため、人員の確保と的確か

つ正確な統計結果を得られるよう引き続き指導に努めていきます。 

２）現在、調査員の高齢化等の問題もあり、平成２７年度に予定される国勢調

査に向けて調査員を確保するため、新たな人選に努めていきます。 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各統計調査は、調査員、指導員をはじめ、関係者の協力に

より無事に終了することができました。 

 また、新たに２名を調査員として確保することができまし

た。 

本年度は、「経済センサス-基礎調査・商業統計調査」、「全国

消費実態調査」、「農林業センサス」、「工業統計調査」の４つ

の統計調査が実施されるほか、国勢調査を翌年に控え、その

準備作業が始まります。 

引き続き調査員等の人員確保と正確な統計調査を実施でき

るよう努めてまいります。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

 

７ チャレンジ目標 

『 町プロモーション活動の推進』 

 酒々井町は、緑豊かな自然と温暖な気候に恵まれ、史跡や神社・仏閣などが多

い歴史のある町であるとともに、公共交通機能も整い住環境に恵まれた魅力ある

コンパクトな町でもあります。 

東関道酒々井インターチェンジの開通や酒々井プレミアム・アウトレットを核と

した酒々井南部地区新産業団地の街びらきなどにより、酒々井町の注目度が高ま

りつつあり、「酒々井町」を全国的に情報発信するために、各関係機関・団体やメ

ディアなど各方面へのプロモーション活動の方策等について検討を行いながら、

具体的に取組んでいきます。 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東関東自動車道酒々井インターチェンジの開通と酒々井プ

レミアム・アウトレットの開業等のセレモニーなどを中心に、

テレビなど各種メディアに報道され、「酒々井町」の知名度は

飛躍的に高まることとなりました。 

また、「全国ゆるキャラサミット」や「町イチ！村イチ！２

０１４」などの各種イベントに参加し、町マスコットキャラ

クターを積極的に活用することで、認知度向上や郷土愛向上

に相乗効果が出ています。 

年度末には、成田国際空港株式会社と意見交換を行い、成

田国際空港との間で連携の強化を図ることといたしました。 

 

 


